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人間学研究科 人間学専攻 修士課程

人間学研究科 人間学専攻 修士課程は、本学の立学の精神と、本研究科の人材養成目的である「人間に関する
テーマを探求・展開できる研究能力とともに、総合的で柔軟な判断力、多元的・複雑化した社会で求められるコ
ミュニケーション能力、高い公共性と倫理性を備えた人材の養成」にもとづき、次の資質・能力を身につけた学
生に修士（人間学）の学位を授与します。

①人間をめぐる諸問題について、その本質を分析し解決の方策を創出できる深い知識、公共性と倫理のあり方に
　ついて考えられる高い見識を持ち、人間と社会のありようを学際的、総合的かつ論理的に深く考察できる。

②日本文化や多様な文化への深い理解を背景にして、人間や社会を深く理解し、さまざまな人と協調してコミュ
　ニケーションをとり、自分の主張を伝え、人と人との交流を支援でき、社会のあるべき姿について提言できる。

③社会や組織の構造を理解し、構成員として多様な役割を果たすことができるように、生涯にわたって主体的、
　自立的に探究する能力と協働する能力を身につけている。

人間学研究科人間学専攻修士課程は、本専攻の教育理念・教育目標を理解し、学部の教育課程等における学修を
通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①人間の心、教育や社会、多様な文化・価値観や国内外の社会情勢に関する基礎知識を身につけている。

②自身の専攻する分野に対して強い知的好奇心をもっていることはもとより、幅広い学問分野に関心をもちつつ、
　社会に貢献する志をもつ。

③大学院在学中だけでなく、修了後も、社会及び学問の発展に貢献するため、生涯にわたって自主的・継続的に
　研究を続ける意欲がある。

人間学研究科　人間学専攻　修士課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身に
つけさせるため、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施し
ます。

①コースワークでは、専門分野である心理、社会・教育、国際コミュニケーションの３分野のいずれかに重きを
　おきつつ、隣接する他分野に関する知見を修得することで、人間に関するテーマを探求・展開できる研究能力
　とともに、総合的で柔軟な判断力、多元化・複雑化した社会で求められるコミュニケーション能力、高い公共
　性と倫理性を備えることができるよう、講義・演習科目である「専門科目」および「関連科目」を配置する。
　また、３分野相互の関連性の理解や共通する研究方法、コミュニケーション能力の修得を目指す「共通科目」
　を１年次に配置する。授業科目の選定にあたっては、学生が自らの研究計画に基づいて適切な科目履修を行う
　ことができるように、指導教員が順次性や授業形態等を考慮した履修指導を行う。

②リサーチワークでは、指導教授が継続的で、個別的な一貫性のある研究指導を行う「人間学特別研究」により、
　修士論文の作成過程を通じ、急速に進んだグローバル化の中で顕在化した諸課題に対し、「現実を踏まえ粘り
　強く交渉する能力」「意見の対立を調停する能力」「新しく、独創性のある発想を伴った想像力」により解決
　を導くことのできる人材を養成する。

③PBL学習、学生同士の相互教授(peer tutoring)、少人数協同学習といった少人数・双方向性を確保した授業体
　制の下、学生間の密接なコミュニケーションを促進し、学生が自己主導型・自己評価型の小グループ学習を通
　じて課題を発見できる能動的学修を身につけることで、将来の進路に向けた能力と意欲の涵養を図るとともに、
　他者や他社会、他文化との相互理解やコミュニケーションができるようにする。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文
　については、人間学研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき審査する。また、指導教員が、学生の進路や
　関心に基づいた個別指導を行うことにより、個々の達成度と自身の進路や関心に沿った自主的な学びを促進す
　ることができるようにする。


